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沢
山
の
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
い
、
成
人
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
式
を
御
準
備
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
節
目
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
は

大
人
と
し
て
責
任
の
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
に
み
ら

れ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
、
手
本
と
な
る
よ
う
な
大

人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
沢
山
の

友
達
や
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
家
族
に
恵
ま
れ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
中
学
で
の
部
活
の
仲
間
、

顧
問
の
先
生
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
中
体
連
団
体
優
勝
は
、
鍛
え

ら
れ
た
精
神
力
や
仲
間
と
の
絆
な
ど
沢
山
得
る
こ
と

の
で
き
た
も
の
の
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
活
で
学

ん
だ
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
心
の
励
み
や
支
え
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
活
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
私
は
第
二
高
校
理
数
科
を
卒
業
し
、
現
在

九
州
工
業
大
学
に
進
学
し
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
専

攻
し
て
お
り
ま
す
。
親
の
す
ね
を
か
じ
り
な
が
ら
で

は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
後
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決

に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
も
う
就
職
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
就
職

の
人
、
マ
マ
に
な
っ
た
人
、
学
生
の
人
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の
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成
長
や
変
化
を
見
守
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
最
後
に
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
す
こ
し

迷
惑
を
か
け
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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迎
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今
日
成
人
式
を
迎
え
て
、
恩
師
や
懐
か
し
い
顔
の

友
人
達
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　
友
人
達
と
話
し
て
い
る
と
昔
と
人
柄
は
変
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
大
人
に
な
っ

た
な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な

方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
先
生
な
ど
、

特
に
家
族
に
は
感
謝
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
こ
う
し
て
大
学
に
通
え
て
い
る
こ
と
も
家
族
の

支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
本
当
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
そ
の
感
謝
を
形
に
表
わ
す
た
め
に
も
、
大
人
と
し

て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
生
き
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
様
々
な
苦
難
が
待
ち

う
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
漫
画
の
言
葉
を

胸
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　「
あ
き
ら
め
た
ら
、
そ
こ
で
試
合
終
了
で
す
よ
。」
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町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で

は
、
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
午
前
　10

時
　
分
か
ら
午
前
　
時
ま
で
、
読
み

30

11

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
お

は
な
し
の
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
同
室
の
「
お
は
な
し
の
へ

や
」
で
、
主
に
幼
児
や
小
学
校
低
学

年
が
対
象
。
内
容
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
中
心
に
、
楽
し
く
触
れ
合

う
手
遊
び
や
、
季
節
に
あ
っ
た
折
り

紙
や
カ
ー
ド
の
作
成
と
「
お
は
な
し

の
へ
や
」
の
壁
で
の
飾
り
付
け
な
ど

を
行
い
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
絵

本
や
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
も
あ
り
、
大
人
も
絵
本
の
奥
深
さ

や
美
し
さ
な
ど
を
再
認
識
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
絵
本
の
世
界

を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
・

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

葛
図
書
室
内
の
「
お
は
な
し
の
へ
や
」
で

開
か
れ
て
い
る
読
み
聞
か
せ
会

葛
表
敬
訪
問
し
て
、
奥
名
町
長
か
ら
激
励

を
受
け
る
高
崎
投
手

楽
し
い
絵
本
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
絵
本
読
み
聞
か
せ
開
催

　
月
　
日
（
月
）、
プ
ロ
野
球
・

12

28

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
高
崎
健
太
郎

投
手
（
八
丁
区
出
身
）
が
町
役
場
を

表
敬
訪
問
し
、
奥
名
克
美
町
長
に
昨

シ
ー
ズ
ン
の
報
告
を
行
い
、
新
シ
ー

ズ
ン
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

高
崎
投
手
は
、
白
旗
小
で
野
球
を

始
め
、
甲
佐
中
、
鎮
西
高
を
経
て
、

社
会
人
野
球
の
日
産
自
動
車
（
神
奈

川
県
）
で
活
躍
し
、
平
成
　
年
に
入

19

団
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
主
に
中
継
ぎ
と

し
て
起
用
さ
れ
、　

試
合
に
登
板
し

56

　
回
を
投
げ
て
４
勝
０
敗
１
セ
ー
ブ

74５
ホ
ー
ル
ド
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

入
団
後
３
シ
ー
ズ
ン
の
通
算
成
績
は
、

　
試
合
（
１
２
１
回
）
６
勝
３
敗
１

76セ
ー
ブ
５
ホ
ー
ル
ド
。

同
球
団
は
２
年
連
続
で
セ
ン
ト
ラ

ル
・
リ
ー
グ
最
下
位
の
た
め
、
尾
花

高
夫
新
監
督
を
迎
え
て
巻
き
返
し
を

図
っ
て
お
り
、
高
崎
投
手
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
シ
ー
ズ
ン
で
の
飛
躍
を
誓
う
　

プ
ロ
野
球
・
横
浜
の
高
崎
投
手
（
八
丁
区
）
が
表
敬
訪
問

１
月
　
日
（
日
）
町
生
涯
学
習
セ

10

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
平
成
　
年
甲

22

佐
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
元
年
４

月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
が
対
象
で
、
町
内
の
対
象
者
は
１

２
１
人
。
式
典
に
は
１
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
米
村
千
晶
町
教
育
委
員

長
が
「
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
が
支
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
若
い
力

を
甲
佐
町
の
た
め
に
生
か
し
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
。
各
地
区
代
表
者
が

新
成
人
全
員
の
氏
名
を
紹
介
し
た
後
、

奥
名
克
美
町
長
が
告
辞
、
中
村
幸
男

町
議
会
議
長
が
祝
辞
、
甲
佐
中
学
校

生
徒
代
表
の
皆
本
凌
太
く
ん
（
２

年
・
下
豊
内
区
）
が
激
励
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
成
人
へ
の
記
念
品
が

緒
方
勝
弥
さ
ん
（
横
田
区
）
に
贈
呈

さ
れ
、
鳴
瀬
有
紀
さ
ん
（
東
寒
野

区
）
が
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
宣
言
。

最
後
に
、
佐
藤
純
さ
ん
（
芝
原

区
）
が
「
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
甲
佐
町
を
担

う
者
と
し
て
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域

の
人
々
と
と
も
に
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
た
い
」
と
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述

べ
ま
し
た
。

▼「誓いの言葉」を述べる新成人代表の佐藤さん

新成人の門出を祝福　　
平成22年甲佐町成人式
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１
月
　
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ

21

ン
タ
ー
視
聴
覚
室
で
、
第
１
回
町
男

女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
本
町
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
社
会
に
関
す
る
取
り
組
み
の

推
進
に
資
す
る
た
め
に
設
置
。
委
員

は
、
各
種
団
体
や
町
内
進
出
企
業
、

民
生
・
児
童
委
員
の
代
表
や
公
募
に

よ
る
選
出
者
な
ど
　
人
で
構
成
さ
れ

10

ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
関
連
施
策
や

先
進
事
例
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
や

検
証
な
ど
を
行
っ
て
、
町
が
、
平
成

　
年
度
に
策
定
す
る
「
町
男
女
共
同

22

参
画
社
会
推
進
計
画
」
の
試
案
作
成

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
奥
名
克

美
町
長
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
は
、
現
代
社
会
の
最
重
要
課
題
。

町
と
し
て
、
参
画
社
会
の
推
進
に
取

り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
長

選
任
が
行
わ
れ
、
佐
藤
美
紀
子
さ
ん

（
浅
井
区
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
後
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
、
町
幹
部
職
員
で
構
成
す

る
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
と
合

同
で
の
研
修
を
実
施
。
県
総
務
部
男

女
共
同
参
画
・
協
働
推
進
課
か
ら
講

師
を
迎
え
て
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

男女共同参画社会の実現を
第１回町男女共同参画社会推進懇話会

１
月
２
日
（
土
）
・
３
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
第
　
回
東
京
箱
根
間

86

往
復
大
学
駅
伝
（
箱
根
駅
伝
）
に
、

稲
葉
智
之
競
技
者
（
帝
京
大
２
年
・

船
津
区
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

同
駅
伝
は
、
関
東
学
生
陸
上
競
技

連
盟
が
主
催
。
東
京
都
千
代
田
区
大

手
町
か
ら
神
奈
川
県
箱
根
町
ま
で
の

往
復
コ
ー
ス
　
区
間
２
１
７
・
９
㌔

10

を
、
　

チ
ー
ム
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

20
稲
葉
競
技
者
は
、
８
区
（
平
塚
～

戸
塚
・
　
・
５
㌔
）
に
出
場
し
、
１

21

時
間
８
分
　
秒
で
区
間
順
位
　
位
で

24

13

力
走
。
帝
京
大
は
、
総
合
成
績
　
位
11

で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

稲
葉
競
技
者
は
、
甲
佐
中
か
ら
熊

本
工
高
を
経
て
、
帝
京
大
に
進
学
。

本
町
出
身
者
の
同
駅
伝
出
場
は
、
第

　
回
（
昭
和
　
年
）・
第
　
回
（
同

47

46

48

　
年
）
大
会
に
出
場
し
た
蜂
谷
英
明

47さ
ん
（
国
士
舘
大
）
以
来
　
年
ぶ
り

38

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
継
地
点
で
た
す
き
を
受
け
継
ぐ
稲

▲

葉
競
技
者
（
写
真
左
）

新
春
の
箱
根
路
で
た
す
き
を
つ
な
ぐ

稲
葉
智
之
競
技
者
（
船
津
区
）
が
箱
根
駅
伝
出
場

　
月
　
日
（
土
）
・
　

日
（
日
）

12

26

27

熊
本
市
で
、
平
成
　
年
度
第
　
回
九

21

24

州
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
個
人
の

部
に
田
中
瑠
奈
さ
ん
（
甲
佐
中
２

年
・
岩
下
一
区
）
・
渓
村
夕
衣
さ
ん

（
同
２
年
・
下
豊
内
区
）
ペ
ア
が
出

場
し
ま
し
た
。

同
ペ
ア
は
、
昨
秋
に
開
催
さ
れ
た

郡
新
人
戦
を
優
勝
し
、
県
大
会
で
上

位
入
賞
し
て
同
大
会
に
出
場
。
初
戦

突
破
を
目
標
に
掲
げ
て
大
会
に
臨
み
、

３
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
ベ
ス
ト
　
に
16

進
出
し
ま
し
た
。

大
会
を
振
り
返
り
、
田
中
さ
ん
は

「
２
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
意
識
し

て
、
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
ど
の

チ
ー
ム
も
強
か
っ
た
で
す
」、
渓
村

さ
ん
は
「
九
州
大
会
の
レ
ベ
ル
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
課
題
に
気
付
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
個
人
・
団
体
と

も
が
ん
ば
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
九
州
大
会
に
出
場

甲
佐
中
２
年
の
田
中
瑠
奈
さ
ん
・
渓
村
夕
衣
さ
ん

葛
ベ
ス
ト
　
に
勝
ち
進
ん
だ
渓
村
さ
ん

16

（
写
真
左
）・
田
中
さ
ん
ペ
ア

▲町男女共同参画社会推進懇話会での協議の様子。会長に選
任された佐藤美紀子さん（浅井区）があいさつ。
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町税務課　志096-234-1111(内線114)

興
平
成
　
年
度
か
ら
差
し
押
え
た
 

22

　
動
産
・
不
動
産
の
公
売
会
開
催

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
郡
内
４
町
の
徴

22

収
率
向
上
の
た
め
、
各
町
が
税
務
課
職

員
を
相
互
派
遣
し
協
力
し
合
う
併
任
徴

収
に
よ
る
捜
索
を
実
施
し
、
徴
収
体
制

の
強
化
と
滞
納
処
分
を
強
力
に
推
進
し
、

滞
納
金
の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
徴
収
強
化
に
伴
い
、
差
し
押
え
た
動

産
・
不
動
産
は
公
売
会
に
よ
り
公
売
し
、

そ
の
代
金
を
滞
納
額
に
充
当
し
ま
す
。

　
納
税
相
談
に
は
随
時
応
じ
ま
す
の
で
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

興
住
民
税
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
 

　
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
　

21

10

月
に
住
民
税
の
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
始
ま
り
、
平
成
　
年
21

度
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
お
よ
び
口
座

振
替
）
と
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
平
成
　
年
２
月
支

22

22

給
分
の
年
金
か
ら
住
民
税
が
天
引
き
さ

れ
る
皆
さ
ん
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き

だ
け
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
天
引
き
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
平
成
　
年
度
住
民
税
の
納
め
方

21

　
年
金
収
入
に
か
か
る
住
民
税
の
半
分

を
、
平
成
　
年
９
月
ま
で
は
納
付
書
ま

21

た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
　
月
か
ら
、
年
金
か
ら
の

10

天
引
き
で
残
り
半
分
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
平
成
　
年
度
住
民
税
の
納
め
方

22

　
平
成
　
年
２
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

22

天
引
き
さ
れ
る
金
額
と
同
額
が
、
平
成

　
年
４
月
・
６
月
・
８
月
支
給
分
の
年

22金
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
　
年
度
住
民
税
の
年

22

税
額
か
ら
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金

で
天
引
き
し
た
金
額
を
差
し
引
い
た
残

り
の
税
額
を
３
回
に
分
け
て
、
平
成
　22

年
　
月
・
　

月
・
平
成
　
年
２
月
支
給

10

12

23

分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
　
年
８
月
支
給
分
ま
で
の
年
金

22

か
ら
天
引
き
さ
れ
た
金
額
で
、
住
民

税
の
年
税
額
を
超
過
し
た
分
は
、
納

付
が
確
認
で
き
次
第
還
付
し
ま
す
。

喰 Tax

金税

●住民税の年金からの天引きと年度別の納め方

　(例)住民税（年金所得のみ）の年税額が６万円の場合

◆平成21年度の納め方

年金天引き（特別徴収）納付書（普通徴収）

２月12月10月

９月８月７月６月月

４期３期２期１期期別

１万円１万円１万円7,500円7,500円7,500円7,500円税額

年税額の２分の１を３回で納めます。年税額の２分の１を４回で納めます。算出方法

◆平成22年度の納め方

年金天引き（特別徴収）

２月12月10月８月６月４月月

１万円１万円１万円１万円１万円１万円税額

年税額の残りを３回で納めます。平成21年度２月と同じ額を納めます。算出方法

▲多くの来場者でにぎわいを見せ
る公売会の会場
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興
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
 

　
手
続
き
と
対
象
者
追
加
に
つ
い
て

●
平
成
　
年
度
か
ら
申
告
手
続
き
 

22

　
が
不
要
に
な
り
ま
し
た

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
　
年
度
か

20

ら
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
（
以
下
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
設
時
の
対
象
者
は
、
平
成
　
年
か

11

ら
平
成
　
年
ま
で
に
入
居
し
た
皆
さ
ん

18

で
し
た
が
、
新
た
に
平
成
　
年
か
ら
平

21

成
　
年
ま
で
に
入
居
し
た
皆
さ
ん
も
対

25
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
手
続
き
方
法
が
変
更
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
は
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら

22

は
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

※
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
申
告
手
続
き
が

必
要
で
す
。

●
対
象
者

　
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
受
け
て
お

り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
あ
る
人

◎
平
成
　
～
　
年
に
入
居
し
た
人

11

18

　
申
告
書
の
提
出
は
、
平
成
　
年
度
か

22

ら
は
不
要
で
す
。

◎
平
成
　
・
　
年
に
入
居
し
た
人

19

20

　
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
に
お
い
て
、
控
除
期
間
を
　15

年
に
選
択
で
き
る
特
例
が
あ
る
た
め
。

◎
平
成
　
～
　
年
に
入
居
し
た
人
、
ま

21

25

　
た
は
入
居
を
予
定
し
て
い
る
人

　
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告

は
不
要
で
す
。

●
注
意
事
項

　
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
算

出
す
る
た
め
に
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

確
定
申
告
書
に
次
の
２
項
目
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
控
除

額
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
)

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
 可
能
 額

②
居
住
開
始
年
月
日

●
控
除
額

　
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ

か
小
さ
い
額
が
該
当
し
ま
す
。

・「
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書

の
『
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
可

能
）
額
』」
か
ら
、「
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
適
用
前
の
所
得
税
額
」
を
引
い
た

額
・
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
額

５
㌫
（
９
７
，
５
０
０
円
を
限
度
）

町税務課　志096-234-1111(内線115)町教育委員会社会教育課　志096-234-2447

興
こ
こ
ろ
豊
か
に
共
に
生
き
る
Ⅱ

　
シ
リ
ー
ズ
⑧

●
水
俣
病
の
体
験
か
ら

　
知
っ
た
か
ぶ
り
は
罪

　
差
別
を
な
く
す
最
初
の
一
歩
は

　
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
知
ろ
う
と
し

　
続
け
る
こ
と

　
水
俣
病
語
り
部
の
会
で
は
、
水
俣
病

が
伝
染
病
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
、

言
わ
れ
な
き
差
別
を
受
け
て
き
た
こ
と
、

そ
れ
を
糧
と
し
て
生
き
る
人
生
観
を
語

り
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
水
俣
病
は
、
工
場
排
水
と
一
緒
に
流

れ
出
た
毒
性
の
強
い
「
メ
チ
ル
水
銀
」

を
取
り
込
ん
だ
魚
介
類
を
、
長
い
間
、

た
く
さ
ん
食
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
発
生

し
ま
し
た
。

　
水
俣
病
は
、
空
気
や
食
べ
物
を
通
じ

て
伝
染
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
ま

た
、
遺
伝
に
よ
り
発
生
す
る
こ
と
も
な

く
、
も
ち
ろ
ん
水
俣
地
域
特
有
の
病
気

（
風
土
病
）
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
水
俣
病
の
発
生
に
伴
い
、

水
俣
病
が
伝
染
す
る
と
い
う
誤
解
が
生

じ
た
た
め
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
皆
さ

ん
は
、
周
囲
の
人
々
か
ら
避
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
就
職
が
で
き
な
い
、

結
婚
が
破
談
に
な
る
と
い
っ
た
差
別
が

起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
環
境
汚
染
に
よ
る
重
大
な
健
康
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
無
理

解
や
偏
見
に
よ
る
誹
謗
（
ひ
ぼ
う
）
中

傷
な
ど
の
差
別
と
い
っ
た
人
権
問
題
も

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
何
事
に
お
い
て
も
、
正

し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、
水
俣
病
の
問
題
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
歴
史
的
事
実
を
き
ち
ん

と
受
け
止
め
、
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
平
成
９
年
、
県
は
水
俣
湾
の

安
全
宣
言
を
行
い
、
水
俣
湾
の
魚
を

捕
っ
た
り
、
食
べ
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　「
生
き
る
根
本
」
だ
と
語
る
、供
知

る
僑
と
い
う
こ
と
は
、
差
別
や
偏
見
を

な
く
す
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

水
俣
病
は
深
刻
な
環
境
問
題
や
健
康
被

害
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
心
の
問
題
に
つ
い
て
も
教
訓
を

残
し
ま
し
た
。

　
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

本
当
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

語
り
部
の
皆
さ
ん
は
、
今
日
も
語
り
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

喰 Tax

金税
喰 Human Rights

権人
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●第13回甲佐町公民館大会

・大会テーマ

　「住民参加による公民館活動」

・日時

　２月27日（土）午前９時

・会場

　町生涯学習センター・ホール

・実践発表

　緑町公民館、北早川公民館

・講演

　演題　「地域再生と人づくり」

　講師　江藤訓重さん（地域おこし

　の第一人者・福岡県八女郡星野村

　副村長）

・アトラクション

　フラダンス

・大会参加者

　町内公民館関係者、民生・児童委

　員、老人クラブなど、多くの皆さ

　んのご参加をお待ちしています。

▼ご案内

甲佐町公民館大会のご案内

PUBLIC HALL

　
公
民
館
自
主
講
座
「
お
と
こ
の

料
理
教
室
」
は
、
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
６
時
　
分
か
ら
午
後
９
時

30

　
分
ま
で
、
城
南
町
の
火
の
君
文

30化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
沼
田
峰
子
さ
ん
（
府
領

区
）
で
、
受
講
生
　
人
。
地
産
地

11

消
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
で
取
れ
る

野
菜
な
ど
を
素
材
に
使
っ
た
家
庭

的
な
料
理
の
調
理
方
法
を
学
び
、

調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

　
１
月
　
日
（
木
）
の
講
座
で
は
、

21

ス
ペ
イ
ン
風
オ
ム
レ
ツ
、
炊
き
込

み
ご
飯
、
野
菜
サ
ラ
ダ
を
調
理
。

　
首
を
か
し
げ
な
が
ら
も
、
包
丁

を
手
に
し
て
丁
寧
に
材
料
を
切
り

刻
み
、
大
き
な
手
で
自
前
の
フ
ラ

イ
パ
ン
を
振
る
受
講
生
た
ち
の
勇

姿
は
料
理
人
そ
の
も
の
。
上
手
に

出
来
上
が
っ
た
歓
声
と
失
敗
し
て

し
ま
っ
た
悲
鳴
が
入
り
混
じ
る
中
、

受
講
生
特
製
の
オ
ム
レ
ツ
が
次
々

と
完
成
し
ま
し
た
。

　
１
月
　

日
（
土
）
中
甲
橋
グ

23

リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
、
新
春
た
こ
揚

げ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
親
子
連
れ
な
ど
　18

人
が
参
加
。
寒
さ
が
厳
し
い
な
が

ら
も
風
が
ほ
ど
よ
く
吹
き
、
た
こ

揚
げ
に
向
い
た
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
。
参
加
者
た
ち
は
、
え
と

の
ト
ラ
の
絵
を
描
い
た
手
作
り
た

こ
や
箱
型
の
た
こ
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
に
持
ち
寄
り
揚
げ
ま
し
た
。

　
風
に
乗
っ
て
揚
が
っ
た
た
こ
は
、

た
こ
糸
が
な
く
な
る
ほ
ど
大
空
に

高
く
舞
い
上
が
り
、
色
鮮
や
か
な

た
こ
と
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
冬

景
色
を
彩
り
ま
し
た
。

　
３
世
代
で
参
加
し
た
家
族
連
れ

は
、
保
育
園
児
の
子
ど
も
が
父
親

と
一
緒
に
作
っ
た
た
こ
を
一
生
懸

命
に
空
高
く
揚
げ
て
、
舞
い
上

が
っ
た
様
子
を
、
家
族
全
員
で
う

れ
し
そ
う
に
見
上
げ
ま
し
た
。

LIBRALY

が紹介する本は、『十二支の

おはなし』という本です。

　十二支の本は、ずっと昔の年のく

れに、神様が動物たちをごてんに集

めて、「明日は、新年のごあいさつ

に来なさい。早いものからじゅんに

12番まで、１年間ずつその年のたい

しょうにしてあ

げよう」と言う

ところからはじ

まります。

　動物たちはと

てもよろこんで、

中でもねこは、

はしゃぎすぎて

大事なことを忘

れてしまうくらいよろこびます。そ

の大事なことを、ねこはねずみにき

きますが、ねずみはすました顔でう

そをおしえます。

　どの動物が１番にやってくるのか、

動物たちがどうやってやってくるの

か、とってもわくわくします。

　それと、ねずみにうそをおしえて

もらったねこがどうなったかも、さ

いごになるとわかるので、とっても

おもしろいです。

　みなさんも、ぜひ読んでみてくだ

さい

▼

公
民
館
自
主
講
座
紹
介

「
お
と
こ
の
料
理
教
室
」

▲家庭的な料理の調理方法を

　学ぶ「おとこの料理教室」
▼

主
催
講
座
「
こ
ど
も
講
座
」

新
春
た
こ
揚
げ
大
会
開
催

▲手作りたこを持ち寄って参

　加した子どもたち

 ～～～～～ MMMMyyyyFFFFaaaavvvvoooorrrriiiitttteeeeSSSSttttoooorrrryyyy My Favorite Story ～～～～～

私私私私のののの私のおおおおおすすすすすすすすめめめめ図図図図すすめ図書書書書書
■

図
書
室
だ
よ
り
 ■

『十二支のおはなし』（内田麟太郎文、山本孝絵）

■町生涯学習センター図書室( 志096-234-2447)■開館時間 午前９時～午後５時■休館日 毎週火曜日、年末年始■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間■

年の暮れに神様から「新年のあいさつに
来た者で早い順に、１年間ずつその年の
大将にする」と言われ、動物たちは大喜
び。さてさて、誰が１番になるのやら…。

渡邉 伽奈さん
〔大町区〕

今月の案内今月の案内人人

私

町教育委員会公民館事務局

　志096-234-2447
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２・３月の保健活２・３月の保健活動動

興４か月・７か月児健診

　２月18日（木）　 午前９時

　３月25日（木）　 午前９時

興10か月児教室

　２月５日（金）　 午前９時30分

興１歳６か月児健診

　３月16日（火）　 午後１時

興３歳児健診

　３月16日（火）　 午後１時20分

興ＢＣＧ予防接種

　３月11日（木）　 午後１時30分

興３種混合予防接種

　２月９日（火）　 午後１時30分

　３月２日（火）　 午後１時30分

　３月26日（金）　 午後１時30分

興甲友会

　２月17日（水）　 午前10時

　３月30日（火）　 午前10時

▲

お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　志096-235-8711

栢
 お
風
呂
で
体
の
し
ん
か
ら
温
ま
る

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
温
泉
に
入
っ
て
、
体

の
し
ん
か
ら
温
か
く
な
り
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
毎
日
温
泉
と
い
う
の
も
難
し
い
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
の
お
風
呂
で
、
し

ん
か
ら
ポ
カ
ポ
カ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

栢
 入
浴
の
効
果
で
健
康
を
促
進

　
入
浴
は
体
を
温
め
清
潔
に
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
水
圧
や
お
湯
の
温
度
な
ど
の
効
果
で

血
行
が
よ
く
な
っ
て
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な

り
、
筋
肉
の
代
謝
が
高
ま
れ
ば
疲
労
物
質
の

排
泄
が
促
進
さ
れ
て
疲
労
が
と
れ
ま
す
。

　
ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
た
り
つ
か
る
と
、

副
交
感
神
経
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

栢
 理
想
的
な
温
度
と
入
浴
時
間
は
？

　
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
半
身
浴
で
　
～
　

20

30

分
、
湯
温
は
　
～
　
℃
と
や
や
ぬ
る
め
が
理

38

40

想
的
で
す
。

　
ま
た
、
人
の
体
は
冷
え
て
く
る
と
眠
く
な

る
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
風
呂
上
が
り

か
ら
　
分
位
は
体
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
い
ま
す

30

が
、
そ
れ
以
降
は
徐
々
に
冷
え
て
き
ま
す
。

こ
の
「
冷
え
」
が
眠
く
な
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
、
就
寝
予
定
の

　
分
前
に
入
浴
を
済
ま
せ
れ
ば
、
寝
付
き
や

30す
く
な
る
よ
う
で
す
。

栢
 ぬ
る
い
お
湯
で
湯
冷
め
を
防
ぐ

　
体
の
し
ん
か
ら
温
ま
る
に
は
、
血
液
の
循

環
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
血
液
が
体
全
体
を

循
環
す
る
の
に
は
約
１
分
か
か
り
ま
す
。

　
熱
い
と
入
っ
て
い
る
時
間
が
短
い
た
め
体

の
表
面
し
か
温
ま
ら
ず
、
湯
冷
め
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
　20

分
間
入
っ
た
と
し
た
ら
、
血
液
が
　
回
循
環

20

し
た
こ
と
に
な
り
、
湯
冷
め
し
に
く
い
と
言

え
ま
す
。
た
だ
し
肩
ま
で
湯
に
つ
か
る
と
、

心
臓
や
肺
に
水
圧
が
か
か
り
負
担
と
な
る
の

で
、
半
身
浴
で
ゆ
っ
た
り
入
る
ほ
う
が
体
に

負
担
が
少
な
く
温
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栢
 寒
い
季
節
で
の
半
身
浴
の
方
法

繋
額
に
汗
が
に
じ
み
始
め
た
ら
、
浴
槽
か
ら

出
る
目
安
。
さ
ら
に
入
り
続
け
る
と
脱
水

症
状
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
ほ
ど
ほ

ど
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
呂
上
り
の

水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
。

罫
半
身
浴
で
は
肩
が
冷
え
る
た
め
、
乾
い
た

タ
オ
ル
を
肩
に
か
け
た
り
、
浴
槽
の
フ
タ

を
半
分
閉
め
て
蒸
気
で
上
半
身
を
温
め
た

り
す
る
の
も
効
果
的
。
湯
桶
や
手
な
ど
で

肩
か
ら
湯
を
か
け
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

茎
風
邪
を
引
い
て
お
風
呂
に
入
れ
な
い
と
き

は
、「
足
湯
」
が
お
勧
め
。
血
液
を
温
め

る
と
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
。
足
裏
を
、
湯
の

入
っ
た
洗
面
器
や
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
温
め

る
だ
け
で
す
。

PUBLIC HEALTH

ゆったりお風呂で健康的に！

～寒い季節での上手な入浴～

町総合保健福祉センター

町地域包括支援センター

志096-235-8711

CHILD

HEALTH CALENDAR

　　ご飯大好き！

日々成長中です　　

田上 紘太郎 くん

（下横田区）

〈父・和広さん 母・ゆみさん〉
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町
で
は
、
優
先
接
種
者
の
う
ち
生

活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

人
は
、
申
請
期
限
ま
で
に
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
書
は
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
町
住
民
生
活
課
、
町
内
受

託
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
か
ら
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回

数
の
変
更
に
関
す
る
通
知
が
あ
り
、

中
学
生
・
高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
は
１
回
接
種
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
申
請
期
限

　
３
月
　
日
（
水
）

31

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
志
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
、
児

童
・
生
徒
の
就
学
に
困
っ
て
い
る
保

護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
な
ど
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
生
活

保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
な
ど
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま

た
は
各
小
・
中
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
肝
臓
機
能

22

障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
い
手
続
き
方
法
や
指
定
医
の

い
る
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い
て
は
、

町
福
祉
課
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能

　
障
害
の
あ
る
人

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法

　
を
実
施
し
て
い
る
人

▼
認
定
基
準

　
主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重
症

度
分
類
で
あ
る
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
‐
Ｐ
ｕ

ｇ
ｈ
分
類
に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。

３
か
月
以
上
、
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当

す
る
人
が
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
診
断
前
の
６
か
月
間
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る
人
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
‐
Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ
分
類

　
肝
性
脳
症
、
腹
水
、
血
清
ア
ル
ブ

ミ
ン
値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
、

血
清
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
に
よ
っ
て
肝

臓
機
能
障
害
の
重
症
度
を
評
価
し
分

類
す
る
も
の
で
す
。

▼
手
続
き

　
申
請
書
、
診
断
書
、
写
真
（
縦
４

×㌢
 
横
３
㌢
）
を
町
福
祉
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
診
断
書
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
指
定
医
が
作
成
し

た
も
の
に
限
り
ま
す
）。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　（
内
線
１
４
４
）

　
全
国
共
通
番
号
で
消
費
者
被
害
の

身
近
な
相
談
に
応
じ
る
、
消
費
者
庁

に
よ
る
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

の
全
国
運
用
が
、
１
月
　
日
（
火
）

12

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
消
費
生
活
に
お
け
る
各
種
ト
ラ
ブ

ル
に
直
面
し
た
際
に
、
近
く
の
相
談

窓
口
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合

で
も
、「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
電
話
を
か
け
る
と
、
そ
の
解
決
の

た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん
を
行
う
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口

▲

町総務課 志096-234-1111(内線252)

　農林水産省では、２月１日現在で、全国一斉
に「2010年世界農林業センサス」を実施してい
ます。
　農林業を営む皆さんのところに調査員が訪問
して、調査票に農林業の経営状況などの記入を
お願いします。統計以外の目的には使用されま
せんので、ご協力をお願いします。

2010年世界農林業センサ2010年世界農林業センサスス

●
 お
知
ら
せ
 ●

情 報

場広

姿町役場

　察096-234-1111（代表）

姿町教育委員会

（町生涯学習センター）

　察096-234-2447

姿町総合保健福祉センター

　察096-235-8711

姿町水道管理センター

　察096-234-0755

姿町民センター

　察096-234-2459

姿町学校給食センター

　察096-234-0255

姿町史編さん係

（町教育委員会社会教育課）

　察096-234-3310

姿町老人憩いの家

（鋤甲佐町社会福祉協議会）

　察096-234-0423

姿御船町甲佐町衛生施設組合

（クリーンセンター）

　察096-282-0688

姿上益城消防署

　察096-282-1955

姿御船警察署

　察096-282-1110

姿上益城広域連合

　察096-237-2891

姿県御船保健所

　察096-282-0016

姿県庁

　察096-383-1111

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
就
学
援

助
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
守
ろ

う
よ
み
ん
な
を
」
が
ス
タ
ー
ト

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

▲

町総合保健福祉センター 志096-235-8711

志096-235-8111桃崎整形外科２月７日

志096-234-1161荒 瀬 病 院２月14日

志096-234-1248谷 田 病 院２月21日

志096-234-0165小 屋 迫 医 院２月28日

志096-234-1161荒 瀬 病 院３月７日

日曜当番日 曜 当 番 医医

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
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を
案
内
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
消

費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み

出
し
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

　
固
定
電
話
、
ま
た
は
携
帯
電
話
か

ら
電
話
を
か
け
る
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

流
れ
ま
す
。

　
消
費
生
活
相
談
で
ど
こ
に
相
談
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
「
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ご
相
談
先

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
志
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

※
電
話
料
金
は
、
相
談
窓
口
に
転
送

　
後
か
ら
通
常
の
電
話
料
金
が
か
か

　
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
１
４
５
）

　
食
品
表
示
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
法
律
な
ど
の
決
ま
り
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
数
年
、
賞
味
期
限
の
改

ざ
ん
や
産
地
偽
装
な
ど
消
費
者
の
食

に
対
す
る
信
頼
を
揺
る
が
す
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
４
月
に
産
地
偽
装
な
ど

21

を
防
ぐ
た
め
、
「
農
林
物
資
の
規
格

化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
信
頼
を
回
復
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
安
全
な
食
品
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
改
正
内
容

・
品
質
表
示
義
務
を
明
文
化

・
品
質
表
示
基
準
違
反
に
か
か
る
業

　
者
名
の
公
表
な
ど
の
規
定
の
新
設

・
産
地
偽
装
に
関
す
る
罰
則
の
適
用

▼
罰
則
の
例

　
原
産
地
偽
装
の
場
合
、
個
人
は
２

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
２
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、
法
人
は
１
億
円
の
罰

金
。

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
環
境
生
活
部
食
の
安
全
・
消
費

　
生
活
課

　
志
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
０

・
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　http://www.maff.go.jp

                      /  

URL
・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　http://www.mhlw.go.jp

                      /  

URL
　
県
で
は
、
在
住
外
国
人
の
皆
さ
ん

が
地
域
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
、
熊
本
県
国
際
協

会
内
に
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
入
管
法
に
関
す
る
手
続
き
、
住
宅
、

医
療
、
国
際
結
婚
、
就
労
、
教
育
な

ど
の
各
種
情
報
の
提
供
や
生
活
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
方
法

　
来
訪
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
で
も
可

▼
対
応
外
国
語

　
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
・
ス
ペ
イ
ン
語
の
５
か
国
語
に
対
応

▼
相
談
日
時

　
月
～
金
曜
日
午
前
　
時
～
午
後
４

10

時▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
国
際
協
会
（
県
商
工
観
光

　
労
働
部
観
光
交
流
国
際
課
内
）

　
志
０
９
６
‐
３
８
５
‐
４
４
８
８

　
県
上
益
城
総
合
庁
舎
は
、
１
月
　12

日
（
火
）
か
ら
、
従
来
の
代
表
電
話

方
式
を
廃
止
し
、
新
し
く
直
通
電
話

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
方
式
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
電
話
交
換
手

に
よ
る
取
次
ぎ
を
介
さ
ず
に
、
庁
内

各
課
の
係
や
班
へ
直
接
電
話
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
直
通
電
話
番
号
の
一
覧
を
、
県
上

益
城
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
番
号
を
ご
確
認

の
上
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
代
表
電
話
番

号
（
志
０
９
６
‐
２
８
２
‐
２
１
１

１
）
は
、
緊
急
連
絡
用
と
し
て
、
時

間
外
ま
た
は
閉
庁
日
な
ど
に
ご
利
用

い
た
だ
く
番
号
に
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興

　
課
総
務
調
整
班

　
志
０
９
６
‐
２
８
２
‐
３
０
７
５

・
県
上
益
城
地
域
振
興
局
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ

　
　
 

http://www.pref.kumamoto

                        .  

URL
　
　
 

jp/site/kamimashiki-
hp

                       /  

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を
町

の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
多
く

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
　
ご
住
所

・
柴
田
　
郁
子
様
　
　
美
里
町

・
西
本
　
修
一
様
　
　
神
奈
川
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
１
名
様

▼
平
成
　
年
度
寄
附
金
額
合
計

21

　
１
７
７
万
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（
１
月
　
日
現
在
）

15

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　（
内
線
２
２
６
）

熊
本
県
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

ご

利

用

く

だ

さ

い

交通事故件交通事故件数数

▲▲

町くらし安全推進町くらし安全推進室室(内線241)(内線241)

発 生 件 数種 別

（１）１事故件数

（０）０死 者

（１）１傷 者

１月14日現在（カッコ内は前年比）

出動火災件出動火災件数数

発 生 件 数種 別

（０）０家 屋

（０）０原 野

（０）０そ の 他

（０）０合計件数

１月15日現在（カッコ内は前年比）

クリーンセンターへのごみ搬入量(12月クリーンセンターへのごみ搬入量(12月))

前年同期前 月 比搬 入 量種 別

１４，４２０２３，４２０２０７，７８０可 燃 ご み

１，９８０７，０３０２８，７７０資 源 ご み

△１，０８０１，４００６，１７０粗 大 ご み

１５，３２０３１，８５０２４２，７２０合 計

※単位は州

▲▲

町環境衛生課町環境衛生課　 志志096-234-1111（内線242096-234-1111（内線242））

▲▲

町くらし安全推進町くらし安全推進室室(内線241)(内線241)

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

●
 寄
附
金
の
お
礼
 ●

食
品
表
示
に
関
す
る
産
地
偽
装

の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

県
上
益
城
総
合
庁
舎
ダ
イ
ヤ
ル

イ
ン
番
号
へ
の
移
行
に
つ
い
て
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得たいと願う人で、毎日は学校に通う

ことのできない事情にある人が、ス

クーリングや通信機関（郵送または放

送）を利用して学習を進める教育制度

です。入学の際は、学力検査や身体検

査などは行わず、志願者の就業の有無

や年齢は一切問いません。

　本校は普通科で、４年修業です。ま

た、条件を満たせば３年修業コースに

入り、３年で卒業できます。

　詳細につきましては、お問い合わせ

ください。

▲

学習の進め方　スクーリング（授業

や行事、考査など）、レポート（課題

提出）、１年次８科目で１科目年間２

回の考査

▲

学費など（年間）　 受講料も含め年

間20,000円程度（入学時納入）、教科

書・学習書代や副教材費、入学時点で

の体操服などの費用約35,000円

※教科書などは、入学後、所得や就業

　などの条件を満たせば、無償の申請

　ができます。

※各種奨学金制度もあります。

▲
出願期間　２月24日（水）～３月18

日（木）

▲

出願・お問い合わせ先

　県立湧心館高等学校

　志０９６‐３７２‐５３７２

　熊本県職業能力開発協会では、平成

22年度前期の技能検定を実施します。

　技能検定は、働く人々の有する技能

を一定の基準で検定し、国として証明

する技能の国家検定制度で、技能に対

する社会一般の評価を高め、働く人々

の技能と地位の向上を図ることを目的

として「職業能力開発促進法」に基づ

き実施しており、確かな技能の証とし

て各職場において高く評価されていま

す。

▲

受検申請受付　４月５日（月）～16

日（金）

▲

実技試験　６月７日（月）～９月12

日（日）

▲

学科試験　８月22日（日）、29日

（日）、９月５日（日）

※金属熱処理、写真を除く３級職種の

　み、７月25日（日）

▲

合格発表　10月１日（金）

※金属熱処理、写真を除く３級職種の

　み、８月27日（金）

※実施予定職種などの詳細はお問い合

　わせください。

▲

お問い合わせ先

　熊本県職業能力開発協会技能検定課

　志０９６‐３８４‐１７１１

　URL http://www.pref.kumamoto.jp/

　　　site/noudai/

　街頭犯罪（自転車盗、オートバイ盗、

車上狙い、万引き、自動販売機荒らし

など）が多発しています。

　今、子どもの見守り活動、防犯パト

ロールなど、自分たちの町を自分たち

で守ろうという活動が盛んに行われて

いますが、そのキーワードは「地域の

目」です。住民の連帯感で犯罪者を遠

ざけ、安全で安心して暮らせる町にし

ていきましょう。

▲

お問い合わせ先

　御船警察署

　志０９６‐２８２‐１１１０

 興 甲佐保育園　　　　志096-234-0186

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 若草保育園　　　　志096-234-0013

人形劇鑑賞２月５日(金)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 竜野保育園　　　　志096-234-0519

豆まき２月３日(水)

お誕生会２月10日(水)

発表会２月27日(土)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 乙女保育園　　　　志096-234-3947

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 緑川保育所　　　　志096-234-0789

豆まき２月３日(水)

わくわくランドへ行こう２月26日(金)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 地域子育て支援センター
    (竜野保育園内)        志096-234-0305

カレンダー作り２月１日(月)

豆まき２月３日(水)

園庭遊び２月５日(金)

シャボン玉遊び２月８日(月)

お誕生会に参加２月10日(水)

バレンタインのプレゼント作り２月12日(金)

シール遊び２月15日(月)

風船遊び２月17日(水)

発表会の練習見学２月19日(金)

体操遊び２月22日(月)

コーナー遊び２月24日(水)

戸外遊び２月26日(金)

 育児相談(月～金曜日)

 体験保育(午前９時30分～正午）

み ん な で つ く ろ う
安 全 で 安 心 な 町

御船警察署

くらし安くらし安全全

平成22年度前期技能検定

熊本県職業能力開発協会
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　甲佐町シルバー人材センターは、高

齢者にふさわしい仕事を家庭や企業、

公共団体などから引き受け、会員に提

供する県知事の許可を受けた公益法人

です。

　自主的な会員組織ですので、会員は

自ら組織や事業の運営に参画します。

　当センターでは、平成22年度の会員

を募集します。就業や収入の保障はあ

りませんが、各人の希望と能力に応じ

た働き方ができます。

▲

入会資格　原則として60歳以上の健

康で働く意欲のある人で、当センター

の趣旨に賛同していただいた人

▲

入会方法　入会申込書に会費3,000

円を添えて、当センターにお申し込み

ください。
▲

お申し込み先・お問い合わせ先

　甲佐町シルバー人材センター

　（甲佐町社会福祉協議会内）

　志０９６‐２３４‐０４２３

　県立農業大学校では、県内で新たに

農業を担う皆さんが基礎的な農業技術

を体系的に学ぶために、新規就農支援

研修を実施しています。

　平成22年度は、本格的な就農を目指

す皆さんを対象とした実践講座と、就

農を検討している皆さんを対象とした

就農予備講座を開講します。

●実践講座
▲

対象者　県内において、農業を始め

て間もない人や、これから農業を始め

ようとする人で本格的な農業を目指す

人

▲

募集期限　２月12日（金）

▲

募集人員　45人程度

▲

応募方法　受講願書に必要事項を記

入し、郵送または持参してください。

※願書は、県立農業大学校、県地域振

　興局または県立農業大学校ホーム

　ページにご請求ください。

▲

選考方法　書類審査および面接

▲

面接日　２月23日（火）・24日（水）

※選考結果は、３月上旬に通知します。

▲

研修期間　４月12日（月）～12月10

日（金）予定、毎週２日（月・金曜日

または火・金曜日）午前８時50分～午

後３時10分

▲

研修内容

①野菜・米麦栽培などに関する基礎技

　術の講義および実習

②営農計画方法、農業機械、農産物流

　通、農地・農業金融制度、農業簿記

　など

③農家派遣実習（11月中に18日間）、

　先進地事例視察

▲

受講料　無料

※教科書・資料代などは実費負担あり。

●就農予備講座

▲

対象者　農業に興味があり、将来、

県内での農業を検討している人

▲

募集期間　講座実施日の１か月前か

ら１週間前まで

▲

選考方法　書類審査

▲

開催日　６月23日（水）、９月15日

（水）、11月17日（水）のいずれかで、

１人１回限り受講できます。

▲

応募方法　受講願書に必要事項を記

入し、郵送または持参してください。

※願書は、県立農業大学校、県地域振

　興局または県立農業大学校ホーム

　ページにご請求ください。

▲

研修内容　熊本農業の概要、本校新

規就農研修の概要、就農を考えるため

基本的な知識など

▲

受講料　無料

▲

お申し込み・お問い合わせ先

　県立農業大学校研修部

　〒８６１‐１１１３

　合志市栄３８０５

　志０９６‐２４８‐１１８８

　県立湧心館高等学校では、平成22年

度通信制入学志願者を募集します。

　通信制課程とは、高校卒業の資格を

平成22年度甲佐町シルバー
人 材 セ ン タ ー 会 員 募 集

甲佐町シルバー人材センター

募募 集集

▲▲ ▲▲ ▲▲

お知らせ掲示お知らせ掲示板板

◆田上舞花競技者（上早川一区）が出場

　１月24日（日）第27回熊日郡市対抗女

子駅伝大会が開催され、郡代表として田

上舞花競技者（甲佐中１年・上早川一

区）が出場しました。

　同大会は熊本日日新聞社などの主催で、

７区間35㌔のコースで争われ、19チーム

が出場。田上競技者は１区2.9㌔を10分

33秒で駆け抜け、区間14位でたすきをつ

なぎました。

　また、岩井優紀競技者（中央高３年・

西寒野区）も選手団に選ばれました。

　総合成績は、菊池郡市が１時間40分47

秒で優勝。上益城郡は１時間51分41秒で

15位でした。

■■■ ＳＰＯＲＴＳ

あ な た も 通 信 制 高 校 で
学 ん で み ま せ ん か

県立湧心館高等学校

平 成 22年 度 新 規 就 農
支援研修生を募集します

県立農業大学校

▲郡代表に選ばれた田上競技者(前列左から

　２人目)と岩井競技者(後列右から２人目)
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美
濃
田
一
情

　
　
　
　「
や
っ
ぱ
り
」

ま
た
聞
い
た
噂
や
っ
ぱ
り
棄
て
ら
れ
ぬ
 
緒
方
　
瑞
枝

悪
い
癖
や
っ
ぱ
り
私
だ
め
女
 

布
田
　
愛
子

　
　
　
　「
顔
」

曾
孫
二
人
笑
顔
が
家
中
和
ま
せ
る
 

成
松
　
松
枝

こ
の
顔
が
憎
ら
し
い
の
か
犬
吠
え
る
 

林
　
　
雅
之

風
見
鶏
、
自
分
の
顔
を
見
失
う
 

渡
辺
　
幸
士

［川　柳］

目
を
見
張
る
佛
 壇
 照
ら
す
秋
夕
焼
 

田
端
　
慶
子

だ
ん

熱
燗
に
亡
夫
の
笑
顔
の
浮
か
び
来
る
 

高
田
れ
い
子

 濯
 干
す
冬
日
眩
し
や
目
を
細
め
 

堀
田
　
孝
惠

す
す
ぎ

寒
き
夜
や
便
り
途
絶
え
し
人
想
う
 

本
田
　
信
子

心
安
立
て
に
 躓
 き
て
冬
麗
 

楠
本
　
美
鶴

つ
ま
ず

小
雪
舞
う
子
の
手
を
 頼
 り
に
診
察
へ
 

古
田
　
幸
子

た
よ

 皓
月
 山
歴
史
は
遠
く
月
冴
ゆ
る
 

本
田
サ
ツ
子

こ
う
げ
つ

［俳　句］

す
れ
違
う
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
子
に
微
笑
め
ば
振
り
返
り
つ
つ
笑
み
ぬ
小
春
日
 
内
山
タ
ミ
エ

丑
が
去
り
迎
え
し
寅
の
一
年
ぞ
平
穏
無
事
に
過
ぐ
る
を
願
う
 

緒
方
　
明
美

咲
き
終
え
て
濃
き
紅
色
に
散
り
敷
け
り
椿
の
花
は
重
な
り
合
い
て
 

赤
星
　
延
子

息
を
止
め
力
の
限
り
牛
蒡
引
き
尻
も
ち
を
つ
き
笑
わ
れ
て
お
り
 

田
添
　
徳
子

白
檀
の
香
を
焚
き
待
つ
は
上
客
で
あ
な
た
が
来
れ
ば
何
し
て
待
た
む
 

塚
原
　
暁
益

普
賢
岳
に
真
向
か
う
ホ
テ
ル
の
窓
開
け
て
「
お
は
よ
う
」
と
言
い
吾
は
手
を
振
る
 
本
田
冨
美
子

新
年
を
待
た
ず
に
逝
き
し
友
偲
び
別
れ
を
惜
し
む
弔
辞
述
べ
居
り
 

松
本
ぬ
い
子

鍋
囲
む
湯
気
の
向
こ
う
に
笑
顔
あ
り
去
る
年
惜
し
み
集
え
る
家
族
 

森
田
　
房
恵

敵
が
来
る
気
配
を
知
る
や
小
鳥
ら
は
く
わ
え
し
餌
を
落
と
し
飛
び
去
る
 

内
田
乃
武
子

山
茶
花
の
散
り
敷
く
庭
に
小
雀
の
二
羽
来
て
遊
ぶ
穏
し
き
夕
べ
 

井
上
ユ
リ
子

年
納
め
の
墓
参
に
来
れ
ば
水
仙
の
花
一
列
に
白
く
咲
き
お
り
 

上
村
　
か
ず

買
い
替
え
し
「
エ
コ
運
転
」
と
表
示
す
る
わ
が
自
動
車
は
地
球
に
や
さ
し
 
吉
永
由
紀
子

正
月
を
く
も
り
ガ
ラ
ス
の
視
野
絶
て
ば
蛹
と
な
り
て
厨
房
に
居
り
 

本
田
　
隆
章

生
け
垣
を
剪
定
鋏
で
わ
れ
な
が
ら
手
際
よ
く
切
る
寅
刈
り
は
な
し
 

上
村
や
す
美

風
を
切
り
わ
が
前
過
ぎ
る
黒
肌
の
走
者
の
汗
の
冬
陽
に
ひ
か
る
 

渡
辺
　
幸
士

皆さんの作品をお待ちしております。

（町公民館事務局　緯096-234-2447）

［短　歌］ 米納　三雄 選
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炭俵つくり（宮内地区）



（敬称略）き動のとひ

DATA
平成21年12月31日現在

増　減人口・世帯数

△23男 5,353

△5女 6,110

△28計 11,463

△4世帯数 4,136

12月11日（金）～１月10日（日）

お誕生

　住　所　　　氏　名　　　性別 保護者 

白　旗　山下　 日  向 　女　祐　二
ひ なた

上早川　佐村　 真  心 　女　寿　生
ま こ

豊　内　杉本　 莉  瑚 　女　孝　寛
り こ

下横田　宇土　 初  菜 　女　恵　佑
にい な

吉　田　永田 侑  里  奈 　女　純　一
ゆ り な

中横田　甲斐　 俊  太 　男　裕　子
しゅん た

津志田　本田　さら　女　恵　太

ご結婚

　　　　　住　所　　　氏　名 

　　夫　山都町　舛田　剛樹

　　妻　船　津　金森友里恵

　　夫　熊本市　伊藤　辰徳

　　妻　横　田　岩越　里恵

　　夫　吉　田　清住　元一

　　妻　熊本市　一村知勢子

おくやみ

　住　所　　　氏　名　　　年齢　世帯主

下横田　浅木　真一　85　真　也

西寒野　大久保勝三　78　　修

中　山　北永　サヨ　83　敏　春

芝　原　井上　誠治　64　克　子

船　津　松本　敏明　88　勝　義

下横田　本村　一之　85　一　德

岩　下　内田シカノ  101　乃武子

上早川　溜渕　笑子　84　三　男

横　田　田上　時雄　95　和　子

糸　田　井芹ユキ子　80　博　則

上早川　田上　 成　84　育　生

上　揚　赤星　安博　68　清　博

下横田　桑田　孝喜　95　フサヲ

岩　下　蛯原　政武　51　めい子

上早川　溜渕　義晴　83　キミエ

糸　田　松野テツエ　86　精　喜

田　口　上田　眞澄　78　博　子

下横田　篤岡　良子　75　秀　顕

横　田　山田　道男　56　道　男

上早川　美濃田ウメコ　96　絹　子
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前
ペ
ー
ジ
の
炭
俵
つ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
る
の
は
、
宮
内
地
区
で
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
。

わ
ら
を
編
む
手
元
に
目
を
や
り
つ

つ
、「
昔
の
人
は
、
天
気
が
悪
い
日

は
悪
い
日
で
、
細
か
な
手
作
業
の
い

る
仕
事
を
文
句
も
言
わ
ず
が
ん
ば
っ

て
い
た
ん
だ
ね
ぇ
」
と
感
心
の
一
言

も
。
現
在
、
昔
の
暮
ら
し
の
技
や
伝

統
に
着
目
し
て
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

地
域
の
名
産
と
な
ら
な
い
か
と
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
活
動
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
切
望
す
る
も
の
を
編

み
出
す
ひ
ら
め
き
、
希
求
さ
れ
る
も

の
と
な
る
よ
う
産
品
を
磨
く
は
ぐ
く

み
、
そ
し
て
、
あ
ま
ね
く
生
活
の
中

に
広
が
り
ゆ
く
つ
な
が
り
。
時
の
流

れ
と
と
も
に
、
こ
の
３
つ
が
重
な
り

合
い
１
つ
の
う
ね
り
と
な
っ
て
、
初

め
て
名
産
が
誕
生
す
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
次
第
で
、
昔
の

暮
ら
し
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
、

地
域
の
名
産
の
誕
生
と
な
る
か
、
今

後
も
注
目
で
す
。 

（
と
）

　
甲
佐
を
中
世
を
通
じ
て
支
配
し

て
い
た
の
は
阿
蘇
氏
で
し
た
が
、
天

(
)

正
　
年
 
１
５
８
２
 
以
降
、
島

10
津
氏
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
当
時
、
益
城
郡
の

(
)

拠
点
は
堅
志
田
城
 
美
里
町
 で
、

こ
の
城
を
奪
取
す
る
こ
と
が
島
津

氏
の
肥
後
計
略
の
重
要
課
題
と
な

り
、
天
正
　
年
閏
８
月
　
日
の

13

13

総
攻
撃
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
す
。

　
戦
闘
の
様
子
を
記
し
た
『
上

(

井
覚
兼
日
記
』 
島
津
家
老
の

)

日
記
 に
よ
る
と
、
同
時
に
落
と
し

た
城
と
し
て
「
甲
佐
囲
」
の
存
在

が
知
ら
れ
ま
す
。「
囲(

)

 
か
こ
い
 
」

と
は
堀
や
土
塁
で
囲
ま
れ
た
領
主

の
拠
点
と
な
る
城
郭
で
、
島
津
軍

は
「
甲
佐
囲
」
も
「
破
却
」
し

て
焼
き
払
い
占
拠
し
ま
し
た
。
こ
の

合
戦
は
、
島
津
氏
の
肥
後
に
お
け

る
覇
権
確
立
を
も
た
ら
し
、
後
に

豊
臣
大
名
が
肥
後
に
入
る
前
提

を
形
成
し
た
と
い
う
意
味
で
、
ま

(

さ
に
肥
後
戦
国
史
の
終
焉
 え
ん)

 

を
告
げ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
日
記
の
記
述
を
検
討
す
る
と
、

「
甲
佐
囲
」
は
そ
れ
な
り
の
規
模

を
有
し
、
堅
志
田
城
の
緑
川
対

岸
あ
た
り
に
存
在
し
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
場

所
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
遺
構
が

残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
の
候
補
地
は
、
上
豊
内

(

に
あ
る
「
松
尾
城
跡
」 
町
指
定

)

文
化
財
 で
す
。
同
地
の
小
高
い

(
)

丘
の
上
 
標
高
　
㍍
 に
堀
や
土

90

塁
お
よ
び
郭
跡
が
残
り
、「
本

丸
」
や
「
味
噌
倉
」
の
地
名
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二
の
候

補
地
は
、
下
豊
内
に
あ
る
「
陣

(
)

内
館
跡
」 
同
 で
す
。
標
高
１

０
０
㍍
の
丘
陵
台
地
上
に
あ
り
、

大
規
模
な
土
塁
を
伴
う
幅
　
㍍
20

の
堀
が
方
形
の
郭
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
規
模
は
ま
れ
に
見
る
大
き

さ
で
あ
り
、
こ
の
城
を
構
築
し
た

権
力
の
大
き
さ
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
文
献

資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
「
陣
内
館

跡
」
に
つ
い
て
は
調
査
事
業
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
綿
密
な
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
構
築
年
代
や
築
城

当
時
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
肥
後
戦
国
史
の
画
期
と
な
っ
た

合
戦
が
展
開
さ
れ
た
「
甲
佐
囲
」

に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
調
査
の
成
果

を
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
町
史
で

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
『
甲
佐
町
史
』
編
さ
ん
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課
町
史
編
纂
係

　
緯
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
３
１
０

～～～～～～～～～～町町町町町町町町町町史史史史史史史史史史編編編編編編編編編編ささささささささささんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよりりりりりりりりりり((((((((((11111111117777777777))))))))))～町史編さんだより(17)～～～～～～～～～～～
甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐のののののののののの歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史をををををををををを紡紡紡紡紡紡紡紡紡紡いいいいいいいいいい甲佐の歴史を紡いででででででででででで

肥後戦国終焉の地「甲佐囲」
町史編集委員  稲葉 継陽（中世）

〔 町史編さんだより 〕

綿密な発掘調査が進む免の山の陣内館跡（豊内）

灼

灼
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広報

木の風景［77］

津志田八幡宮の

イチョウ

所在地：津志田

イチョウ　＜銀杏・公孫樹＞

イチョウ科 イチョウ属 ［落葉高木]

　津志田八幡宮の参道には、太い幹の

イチョウがある。境内の周囲に立つ、

「県緑化推進保存木」に指定されてい

るクスノキなどの巨木に劣らない存在

感を示す。

　境内には、「津志田八幡宮グラウン

ドゴルフ愛好会」（31人）によって、

社殿を囲むように設計されたグラウン

ドゴルフ場が広がる。午後になると、

きれいに整備されたコースを熟知した

会員の皆さんが集まり、スティックを

手に軽快な足どりでプレイを楽しむに

ぎわいが境内に響く。

＜説明＞

　社寺の境内や街路樹として広く植え

られて、高さ45㍍、直径５㍍になるも

のもある。樹皮は灰色で厚く、縦に割

れ目ができる。

　葉は幅５㌢ほどの扇形で中央に切れ

込みがあるが、ほとんどないものもあ

り、秋には黄葉する。花は４月ごろに

咲き、雌雄異株で、雄花は尾状で淡黄

色、雌花は緑色で長い柄の先に裸の胚

珠が２個ある。種子は直径約３㌢の球

形で９月ごろ成熟する。

今月の表紙

津志田八幡宮境内に特設された

グラウンド・ゴルフ場でプレイ

を楽しむ「津志田八幡宮グラウ

ンドゴルフ愛好会」の皆さん。




